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第１０回 国立大学図書館協会マネジメント・セミナー
「大学のグローバル化」時代における大学図書館の機能強化を考える

コメント

横浜国立大学の取り組みから

横浜国立大学附属図書館長

深貝保則
2014.6.20

担い手

多層的な / 波長の異なる
変化のうねり

継承されるべき知
提供されるべき創造の場
守られるべき約束ごと

次々に沸き出る /
生み出される

技術・仕組み・標語

移ろいゆく文化
変わりゆく振る舞い
塗りかわるニーズ

判断

機能 感性

中央図書館
理工学系

研究図書館

社会科学系
研究図書館

（経済学部研究棟内）

附属図書館施設の位置

図書館・情報部組織の概要

図書館情報課長

専門職員

図書館企画係
（1名+補佐員3名）

図書管理係
（3名+補佐員4名）

雑誌管理係
（2名+補佐員1名）

資料ｻｰﾋﾞｽ係
（2名+補佐員3名）

情報ｻｰﾋﾞｽ係
（2名+補佐員2名）

情報企画課長

副課長

情報企画係

（1名+補佐員2名）

情報システム係

（3名）

情報基盤チーム

（職員2名＋

補佐員3名）

図書館・情報部長

図書館情報課 情報企画課

理事・事務局長

情報戦略推進機構

情報戦略推進会議

情報戦略室

情報基盤センター

センター運営委員会

附属図書館

附属図書館
運営委員会

機構－組織としての国立大学・図書館
－ YNUの日常から －

多層的な変化/大きなプランに
いかに応え、誰が担うのか？

新たな仕組み
繰り出される

政策課題と標語

限られ、
減りゆく定員
担当係の役割

運営
委員会

部局
教授会

│
├ ルーティンへの自己限定
├ 先例主義
├ 提案を回避
└ しかし日常的な多忙感

│
├ 年度ごとに入れ替わる顔
├ 部局限定の
│ ニーズと予算事情
│ ↓
└ タイム・スライスの決定に

陥りがち

担い手

機械のイメージ

原子論的社会観

身体のイメージ

有機体説的社会観

発明－工夫－設計
配列と「合理的」編成

測定と評価

機構－歯車

判断

機能 感性

生育－成長－衰弱

本能 / 感性 秩序

進化 / 退化 循環
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2014 試み － サンプル（１）

担当係 スポットの
テーマ・課題

短期の
作業チーム

メンバーの
得意技・関心に
出番を！

関心の
持続・展開

随時、
テーマを設定

多層的な
変化のなかでの
工夫

短期の
作業チーム

・新しい学習のスタイル
（双方向型、反転学習）

・ラーニング・スペース活用の工夫
（ラーニング・コモンズと
ラーニング・アドバイザー）

・画像・配信教材の可能性

さまざまなアイディアを持ち寄る

・研究基盤としての重要性
・維持のための工夫を模索
・オープン・アクセス・ジャーナル
などアメリカを中心とした新たな
動向

シンポジウムと情報収集

附属図書館運営委員会のもとに２つの懇談会を設定、年３回程度開催

電子ジャーナルを
考える懇談会

アクティブ・ラーニングを
工夫する懇談会

附属図書館運営委員、図書館職員（世話役）を中心に集う

平成26年5月22日
附属図書館運営委員会

厳しい財政状況の一方で
価格が高騰する電子ジャーナル

変わりつつある学生の気質のなかで
知恵を紡ぐべきアクティブ・ラーニング

2014 試み －サンプル（２）

担い手

19世紀前半ブリテンの事例 19世紀前半フランスの事例

判断

機能 感性

 ロバート・オウエン

 性格の環境決定論

 教育と規律

 New Lanark 

 New Harmony

機構を整え、必要な能力を育て
測定を用いて効率的編成へ

 チャールズ・バベッジ

 アンドリュー・ユア

 蓋然性と数理、２進法の計算
装置

 装置の速さを変えてエラーを
測定

 作業の効率の最適化

 シャルル・フーリエ

 ４つのりんご：

 アダム／パリス→破滅

 ニュートン／フーリエ（パリとルーアン）
→科学的発見

 ４運動の理論

 情念引力の法則

 密謀情念、移り気情念、複合情念

fix された時間
slice された時間

の組織から 時間のうねりを
乗りこなす組織へ

カレンダーに沿う時間
中期計画
年次計画
日常の業務

配置
分担
着実さ

揺らぎ、塗りかわる標語

創造
予測
感性

多層的な / 波長の異なる
変化のうねり

継承されるべき知
提供されるべき創造の場
守られるべき約束ごと

移ろいゆく文化
変わりゆく振る舞い
塗りかわるニーズ

さまざまな工夫

新しい標語の
ある種の土着化
日本的展開

グローバルな/学術的な
スタンダードな

約束ごと

研究倫理 / 学習倫理

約束ごとそれ自体を

必要とする（道徳的な）根拠を
いかに示しうるのか？


